
畑野町の人口（1２月 1 日調べ） 

人口１７２２人  男  ８７５  人 
               女  ８４７  人 

世帯数  ９５５ 世帯 
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

令
和
六
年
の
新
春
を
ご
家
族
お
揃
い
で
お
迎
え
に
な
ら
れ

ま
し
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

新
し
い
一
年
が
、
皆
様
に
と
っ
て
健
康
と
幸
福
、
そ
し
て

成
功
へ
の
道
を
拓
い
て
く
れ
る
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
お

り
ま
す
。
お
互
い
に
助
け
合
い
、
理
解
し
合
い
な
が
ら
、

共
に
歩
む
新
た
な
旅
路
で
素
晴
ら
し
い
瞬
間
を
共
有
で
き

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

龍
年
（
り
ゅ
う
ど
し
）
は
、
十
二
支
の
中
の
一
つ
で
、
中

国
の
干
支
の
一
つ
で
す
。
十
二
支
は
、
十
干
（
甲
・
乙
・

丙
・
丁
・
戊
・
己
・
庚
・
辛
・
壬
・
癸
）
と
十
二
支
（
子
・

丑
・
寅
・
卯
・
辰
・
巳
・
午
・
未
・
申
・
酉
・
戌
・
亥
）

を
組
み
合
わ
せ
て
、
六
〇
年
の
周
期
を
形
成
し
ま
す
。
干

支
は
、
年
、
月
、
日
、
時
な
ど
に
対
応
し
て
使
わ
れ
、
中

国
の
伝
統
的
な
暦
法
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。 

龍
年
は
、
十
二
支
の
中
で
５
つ
め
に
位
置
し
、
前
の
年
が

兎
年
、
次
が
蛇
年
で
す
。
龍
は
中
国
の
伝
統
的
な
象
徴
の

一
つ
で
、
古
く
か
ら
幸
運
や
祝
福
の
象
徴
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
龍
は
力
強
く
、
偉
大
で
あ
り
、
天
と
地
を
結
ぶ
存
在

と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

新
し
い
龍
年
が
始
ま
る
と
、
人
々
は
幸
運
や
繁
栄
を
祈
り
、

様
々
な
伝
統
行
事
や
祭
り
が
行
わ
れ
ま
す
。
特
に
、
春
節

は
、
龍
年
の
最
も
重
要
な
伝
統
行
事
で
、
家
族
が
集
ま
り
、

お
祝
い
を
す
る
時
期
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

皆
様
方
の
仕
事
や
学
業
、
個
人
の
目
標
な
ど
、
様
々
な
分

野
で
の
成
果
を
上
げ
る
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
に
。 

困
難
に
立
ち
向
か
い
、
成
長
と
発
展
を
遂
げ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
力
強
く
応
援
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ど
う
ぞ
素
晴
ら
し
い
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。 

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

自
治
会
役
職
員
一
同 

    

年
末
特
別
警
戒
を
実
施
し
ま
し
た 

平
穏
な
年
の
瀬
を
送
り
新
た
な
年
が
迎
え
ら
れ
る
よ

う
、
昨
年
度
も
年
末
特
別
警
戒
を
実
施
し
ま
し
た
。 

十
二
月
二
八
日
の
一
日
の
み
の
実
施
と
な
り
ま
し
た

が
、
消
防
団
畑
野
分
団
・
自
主
防
災
会
の
皆
さ
ん
に
は
、

夜
間
の
寒
い
中
、
年
末
警
戒
に
お
世
話
い
た
だ
き
、
大

変 

ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。
当
日
は
、
各
区
の
特
別
警
戒

場
所
に
消
防
団
・
自
治
会
三
役
が
激
励
に
伺
い
、
そ
の

後
、
亀
岡
市
長
、
市
議
会
議
長
、
消
防
長
、
消
防
団
長

ら
西
部
四
町
の
巡
回
順
で
最
後
に
畑
野
町
自
治
会
前
に

来
ら
れ
て
、
午
後
十
一
時
過
ぎ
に
な
り
、
巡
回
激
励
を

受
け
ま
し
た
。 

 

 

 出
初
め
式
開
催 

年
初
の
能
登
半
島
災
害
の
渦
中
、
犠
牲
者
に
哀
悼
の
意

を
送
り
な
が
ら
一
月
七
日
畑
野
分
団
・
自
主
防
災
会
が

亀
岡
中
学
校
で
出
初
め
式
が
行
わ
れ
、
ク
ニ
ッ
テ
ル
通

り
で
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。 

新
春
年
賀
交
歓
会
が
行
わ
れ
る 

一
月
四
日
ガ
レ
リ
ア
か
め
お
か
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー

ル
で
亀
岡
商
工
会
議
所
関
係
・
亀
岡
市
役
所
関
係
・
自

治
会
関
係
の
三
百
名
余
り
の
参
加
の
中
、
新
春
年
賀
交

歓
会
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
畑
野
町
で
は
会
長
・

副
会
長
が
参
加
し
て
各
関
係
先
と
交
流
を
行
い
ま
し
た

市
長
は
「
新
春
の
辰
年
を
迎
え
て
年
初
に
能
登
半
島
地

震
日
航
機
衝
突
事
故
等
悲
し
い
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し

た
が
、
本
年
は
わ
い
わ
い
が
や
が
や
と
新
し
い
事
業
を

立
ち
上
げ
て
昇
り
龍
に
あ
や
か
る
年
に
し
ま
し
ょ
う
」

と
力
強
く
年
頭
所
感
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

と
ん
ど
焼
き
行
わ
れ
る 

一
月
十
三
日
畑
野
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
と
ん
ど

焼
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
と
ん
ど
焼
き
と
は
？ 

お
正
月
に
お
迎
え
し
た
歳
神
様
が
と
ん
ど
焼
き
の
煙
と
と

も
に
お
帰
り
に
な
る
の
を
、
感
謝
を
こ
め
て
お
見
送
り
す
る

た
め
の
行
事
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
と
ん
ど
焼
き
の
煙

や
火
の
粉
に
あ
た
る
こ
と
で
、
無
病
息
災
や
家
内
安
全
が
叶

う
と
い
わ
れ
て
お
り
、
新
し
い
年
の
幸
せ
を
祈
願
す
る
行
事

で
も
あ
り
ま
す
。 

畑
野
小
学
校
閉
校
行
事
の
日
程
が
決
定 

令
和
六
年
二
月
二
三
日
九
時
よ
り
小
学
校
体
育
館
で
閉
校

行
事
を
行
い
ま
す
。 

地
域
に
馴
染
ん
で
お
り
ま
し
た
畑
野
小
学
校
は
、
令
和
六
年

三
月
を
も
っ
て
閉
校
と
な
り
ま
す
。 

開
校
よ
り
一
三
八
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
る
事
に
な
り
ま

し
た
。
今
後
は
、
畑
野
小
学
校
、
本
梅
小
学
校
、
青
野
小
学

校
、
育
親
中
学
校
の
四
校
が
統
合
さ
れ
、
亀
岡
市
立
義
務
教

育
学
校
と
し
て
九
年
間
の
育
親
学
園
が
誕
生
し
、
現
行
の
小

学
一
年
生
か
ら
中
学
三
年
生
ま
で
の
課
程
を
学
ぶ
こ
と
に

な
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
畑
野
小
学
校
で
の
思
い
出
を
胸

に
、
変
わ
り
な
く
、
ま
た
新
た
な
希
望
と
自
信
を
持
っ
て
新

し
い
学
校
生
活
を
始
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
願
い
を
込
め
て
閉

校
行
事
を
行
い
ま
す
。
卒
業
生
の
皆
様
は
是
非
ご
参
加
頂
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

第
六
回
畑
野
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
を
開
催 

一
月
二
〇
日
に
行
い
ま
す
。
本
年
四
月
よ
り
小
学
校
閉
校

後
の
利
用
方
法
を
具
体
的
な
内
容
に
ま
と
め
て
行
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
南
丹
市
吉
富
小
学
校
訪
問
談 

協
議
目
標 

「
四
月
か
ら
学
校
で
利
用
で
き
る
内
容
を
ま

と
め
ま
し
ょ
う
」 

昨
年
の
出
来
事
を
裏
面
写
真
で
ご
報
告 

一
二
月
一
〇
日 

亀
岡
市
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会 

一
二
月
一
四
日 

南
丹
市
吉
富
小
学
校
訪
問 

一
二
月
二
三
日 

山
の
音
楽
家
・
赤
い
風
船
コ
ラ
ボ
祭 

今
後
の
予
定 

一
月
二
三
日 

（
火
）
サ
ッ
カ
ー
全
試
合
発
表
日 

二
月
二
三
日 

（
金
）
畑
野
小
学
校
閉
校
事
業 

  

 



   

新春年賀交歓会 

 

 

出初め式典亀岡中学校・パレードクニッテル通り 

 

巖関峠カーブの黄線復活 平井橋下の大路次川の浚渫 土ヶ畑２区入口の速度表示 フラワ停留所前の速度表示 

府民公募への改善案結果､3 月末までに実施･速度表示新設実施済 

    

 

霧の中での集合           機材・飲料水の準備       1番走者と白バイ 

各区代表が亀岡ハーフマラソンのドリンクステーションの役割を担って頂きました（宮前町と共同） 

 
 

畑野プロジェクトメンバー          

南丹市の吉富小学校閉校後の活動見学      山の音楽家と赤い風船によるコラボ祭行う 

自治会で開催 

 


